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我
園
に
於
け
る
預
金
通
貨
統
計
の
設
建

七
戸、

我
園
に
於
げ
る
預
金
通
貨
統
計
の
護
達

中

ノ・白、

'1:1-

貫

序2

p 

一
園
の
信
用
経
済
が
後
達
す
る
に
件
ひ
て
通
貨
の
構
成
も
亦
自
ら
揖
変
化
し
、
所
謂
預
金
通
貨
の
流
通
す
る
領
域
の
一
横
大
せ
ら
れ
る

事
は
一
吉
ふ
を
侠
た
ざ
る
所
で
あ
る
。
而
も
通
貨
の
数
量
が
増
大
又
は
減
少
す
る
際
に
は
、
諸
種
の
通
貨
に
比
し
て
最
も
蹄
力
性
に
富

め
る
預
金
通
貨
が
先
づ
第
一
に
其
の
徴
候
を
去
は
す
可
き
事
が
考
へ
ら
れ
る
。
勿
論
通
貨
の
膨
脹
及
び
牧
縮
は
、
共
の
時
L
R

に
於
け

る
原
因
に
よ
っ
て
、
或
は
現
会
通
貨
の
増
減
が
先
づ
表
は
れ
る
時
も
あ
り

X
は
引
金
通
貨
の
増
減
が
先
き
に
表
は
れ
る
事
も
あ
る

が
、
少
く
共
現
金
通
貨
よ
り
も
預
金
通
貨
の
方
が
よ
り
敏
感
に
共
の
徴
候
を
一
示
す
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

現
下
の
我
が
園
は
言
ふ
迄
も
た
〈
戦
時
経
済
鰐
制
を
採
り
つ
L
る
り
、
巳
に
満
洲
事
鐙
以
後
に
於
て
準
戦
時
健
制
を
採
り
つ
L
あ

っ
た
と
も
言
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
戦
時
経
済
槌
制
の
下
に
於
て
は
、
財
政
の
膨
脹
と
通
貨
の
増
大
と
而
し
て
物
債
の
騰
武
と
が
最

も
特
徴
的
た
る
現
象
と
言
は
れ
る
。
我
固
に
於
て
も
準
戟
時
障
制
に
入
っ
て
よ
り
、
財
政
の
膨
脹
に
件
ひ
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

脅
威
が
論
議
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
共
の
際
一
方
に
は
大
戦
後
の
狽
逸
に
於
け
る
が
如
き
第
三
期
的
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
へ
迄
進

行
せ
ざ
る
や
の
危
倶
の
念
を
抱
く
も
の
も
存
し
て
ゐ
た
。
勿
論
昔
時
の
イ
ン
7

レ
1
シ
ヨ
ン
は
小
島
教
授
の
指
摘
せ
ら
れ
し
が
如
く

に
預
金
通
貨
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
止
ま
り
、
そ
れ
が
幸
に
も
現
金
通
貨
の
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
迄
進
展
し
泣
か
っ
た
の

附録第一章。小島昌太郎，金融機構論，



寸
あ
る
が
ャ
若
し
政
府
に
し
て
公
債
の
増
設
に
細
心
の
注
意
を
怠
り
且
つ
日
銀
の
操
作
宜
し
き
を
得
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
演
は
恐
れ

ら
れ
た
る
が
如
き
事
態
の
後
生
を
見
る
に
至
っ
た
か
も
知
れ
胞
で
あ
ら
う
。
殊
に
一
昨
年
七
月
支
那
事
溌
が
勃
発
し
て
純
戦
時
経
済

償
制
に
入
り
次
い
で
長
期
戦
四
回
制
に
入
る
に
及
ん
で
は
、
財
政
の
膨
脹
は
愈
-
身
者
し
〈
、
事
援
費
た
る
臨
時
軍
事
費
特
別
曾
計
の
み

に
つ
い
て
見
て
も
、
十
二
年
度
の
ご
十
五
億
鈴
闘
の
外
に
十
三
年
度
に
は
四
十
八
億
五
千
高
閣
の
橡
算
が
遁
加
可
決
せ
ら
れ
、
咋
年

皮
の
分
の
み
に
つ
い
て
も
共
の
中
四
十
四
位
五
千
寓
闘
が
公
伏
文
併
と
な
っ
て
ゐ
る
。
斯
〈
て
護
行
せ
ら
れ
た
る
公
債
が
同
本
銀
行

に
於
て
引
受
け
ら
る
れ
ば
政
仙
の
資
金
は
日
本
銀
行
に
於
け
る
政
府
預
金
の
増
加
と
し
て
成
立
し
、
政
一
川
は
此
の
卸
金
に
法
会
て
小

切
手
に
よ
る
支
州
を
す
る
u

而
も
支
榊
伊
一
交
け
た
る
企
業
は
此
れ
を
自
己
の
取
引
銀
行
に
預
入
れ
る
事
に
よ
っ
亡
銀
行
政
金
は
膨
脹

し
、
企
業
家
は
此
れ
に
廿
鳴
き
て
諸
穏
の
支
抑
を
な
す
の
で
る
る
が
、
共
の
中
俸
給
弊
貨
の
如
く
に
現
金
逝
貨
に
よ
る
↓
足
掛
よ
り
も
預

八
中
必
貨
に
よ
る
中
止
捌
の
方
が
遥
か
に
多
傾
な
お
は
州
い
倣
に
却
〈
な
い
。

斯
く
で
戦
時
経
済
開
制
下
に
於
て
は
財
政
の
膨
肢
が
通
貨
の
増
大
特
に
前
金
通
貨
の
増
大
を
資
ら
し
、
兎
も
す
れ
ば
物
債
の
騰
貴

を
誘
起
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
物
恨
の
勝
首
は
図
際
牧
支
の
悪
化
・
岡
民
生
前
の
不
安
を
惹
起
す
る
の
み
去
ら
十
財
政
訂

書
の
山
間
綻
を
招
来
し
て
戦
一
ヤ
途
行
を
不
可
能
ι
な
ら
し
め
る
が
故
に
、

一
方
に
於
て
節
約
貯
蓄
の
奨
働
と
共
に
他
方
に
は
物
偵
の
股
間

又
は
公
定
ず
ら
行
は
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
際
物
偵
の
方
聞
の
み
に
着
服
し
て
通
貨
の
欣
勢
を
顧
み
ざ
る
時
に
は
必
や
や

政
策
の
破
綻
を
来
す
事
と
友
る
で
あ
ら
う
。

我
固
に
於
て
は
、
物
債
水
準
に
闘
す
る
統
計
は
却
費
物
僚
に
就
て
も
消
費
物
債
に
就
て
も
己
に
早
〈
明
治
の
初
年
よ
り
相
首
の
整

備
を
示
し
、
メ
通
貨
に
闘
し
で
も
紙
幣
・
日
本
銀
行
先
換
器
・
本
位
貨
及
び
補
助
貨
佐
一
寸
の
現
金
通
貨
の
統
計
は
相
蛍
早
く
よ
り
正
確
に

我
園
に
於
け
る
預
金
通
貨
統
計
の
護
法

一
七
九
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我
閥
に
於
げ
る
預
金
遁
貨
統
計
町
一
設
建

丹、。

近
き
数
字
を
求
め
得
る
の
で
あ
る
。

然
る
に
ぽ
金
通
貨
に
闘
し
で
は
共
の
統
計
的
研
賓
が
最
近
に
至
る
迄
刷
み
ら
れ
宇
、
最
近
引

金
通
貨
の
重
要
性
が
認
め
ら
る
h

に
至
っ
て
初
め
て
共
の
統
計
的
研
究
に
着
手
せ
ら
れ
し
有
様
で
あ
る
。
勿
論
銀
行
制
出
金
に
闘
す
る

統
計
並
び
に
ヂ
形
交
換
高
に
闘
す
る
統
計
は
不
完
全
な
が
ら
も
明
治
初
年
よ
り
此
れ
を
求
め
得
な
い
謬
で
は
-
な
い
が
、
此
等
は
共
に

泊
貨
の
統
計
と
し
て
で
は
な
〈
夫
々
の
金
融
機
闘
の
統
計
止
し
て
務
表
せ
ら
れ
、
各
金
融
機
関
が
如
何
程
の
資
金
を
集
め
如
何
友
る

内
ん
が
を
士
引
す
る
や
等
を
一
引
さ
ん
が
民
め
の
も
の
で
あ
勺
決
。
此
れ
会
く
我
閣
の
信
問
絞
怖
が
回
収
近
に
五
り
て
一
一
府
念
似
た
る
掛
旧
民
を

示
し
た
事
に
恭
く
も
の
で
は
あ
る
が
‘
特
に
現
下
の
戦
時
経
済
償
制
下
に
於
て
資
金
の
大
半
が
預
金
通
貨
の
形
に
於
で
流
泌
す
る
事

賞
よ
り
見
て
も
、
預
金
通
貨
の
統
計
的
研
究
が
如
何
に
重
要
注
る
か
は
今
夏
賛
言
を
要
さ
ね
庭
で
あ
る
。

然
ら
ば
預
金
通
貨
の
統
計
的
研
究
に
は
如
何
な
る
貼
が
問
題
と
た
る
か
。
又
諸
外
国
に
於
て
は
巳
に
如
何
た
る
研
究
が
た
さ
れ
て

ゐ
る
か
。
此
等
に
つ
い
て
筒
皐
な
る
考
察
を
加
へ
た
る
後
、
我
固
に
於
け
る
一
民
金
通
貨
の
統
計
的
研
究
の
段
違
を
漣
〈
此
れ
が
考
察

を
試
み
る
事
と
す
る
。

預
金
通
貨
の
統
許
的
研
究
に
於
げ
る
問
題
の
所
在

預
金
通
貨
の
統
計
的
研
究
に
於
て
光
づ
最
初
に
問
題
と
在
る
の
は
何
を
以
て
預
金
通
貨
と
見
る
か
と
言
ふ
事
で
あ
る
。
私
は
銀
行

其
の
他
の
金
融
機
関
に
於
け
る
要
求
排
卵
、
金
を
以
て
預
金
通
貨
と
考
へ
、
諸
問
の
通
設
も
亦
銀
行
の
要
求
排
預
金
を
以
て
預
金
通
貨

ム
」
見
倣
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ざ
る
見
解
を
執
る
者
も
決
し
て
少
く
は
無
い
c

邸
ち
或
は
小
切
手
共
の
も
の
叉
は
小
切
手
と

預
金
と
合
せ
た
る
も
の
を
以
て
預
金
通
貨
と
し
、

又
は
銀
行
預
金
が
支
排
手
段
と
し
て
働
く
聞
の
み
此
れ
を
預
金
通
貨
と
せ
ら
れ
る

金融事項参考書，明治財政史第十二巻等参照。
1sl著，預金通貨の研究，第六章参照、汐見三郎‘統計事第九草:参!!H。
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の
で
あ
る
。
従
っ
て
要
求
擁
凶
金
の
み
を
ば
金
通
貨
と
見
る
立
場
に
於
て
は
、
民
金
活
貨
の
数
量
は
要
求
擁
資
金
の
平
均
臨
時
高
に
営

座
貸
越
契
約
高
の
中
顧
客
の
未
だ
利
用
せ
ざ
る
矧
を
加
へ
た
る
も
の
に
よ
っ
て
之
れ
を
求
む
可
く
、
現
金
通
貨
の
流
通
漣
度
は
、

定
期
間
(
例
へ
ば
一
ヶ
年
間
)
に
振
出
さ
れ
た
る
小
切
手
の
線
制
(
巌
密
に
一
一
呂
へ
ば
振
向
さ
れ
た
る
小
切
手
が
再
び
銀
行
に
頑
入
れ
ら

れ
又
は
現
金
に
愛
へ
ら
れ
る
迄
の
聞
に
於
け
る
支
抑
取
引
の
決
済
額
を
加
算
せ
し
も
の
)
を
布
の
要
求
姉
預
金
の
平
均
残
高
を
以
で

除
し
た
る
高
に
よ
つ
で
興
へ
ら
れ
る
。
然
る
に
小
切
手
を
以
て
預
金
通
貨
と
見
る
場
合
に
は
、
預
金
通
貨
の
数
量
並
び
に
共
の
流
通

地
度
一
一
を
統
汁
的
に
求
め
る
事
が
困
難
に
し
て
、
依
り
に
一
定
期
聞
に
掠
山
内
さ
れ
た
る
小
切
手
の
鳩
制
を
ば
預
金
通
貨
の
数
量
と
す
れ

ば
、
流
通
速
度
は
一
夜
る
が
又
は
精
々
振
出
さ
れ
た
る
小
切
手
が
再
び
銀
行
に
市
入
れ
ら
れ
る
か
又
は
現
金
に
受
へ
ら
れ
る
迄
の
閣

K
八
千
を
附
m
h却
す
る
同
教
と
し
か
巧
へ
ざ
る
宝
得
た
い
の
寸
あ
っ
て
、
此
の
胞
師
、

一
定
期
間
内
忙
探
山
川
さ
札
た
る
小
切
子
紙
片
の
M
1

数
及
び
紙
片
が
入
手
中
」
神
々
ず
る
同
教
を
以
て
、
質
金
通
貨
の
数
量
及
び
共
の
流
通
速
度
と
見
倣
す
事
は
鈴
り
に
も
無
意
義
友
事
と

言
は
ね
ば
な
ら
ね
c

同
様
に
し
て
、
小
切
手
と
預
金
と
を
合
し
て
頂
金
通
貨
を
考
へ
、
又
は
銀
行
預
金
の
中
で
小
切
手
の
振
出
さ
れ

た
る
部
分
の
み
が
一
決
金
通
貨
危
り
と
見
る
立
場
に
於
て
も
、

少
く
共
演
金
通
貨
の
統
計
的
研
究
に
際
し
で
は
右
と
同
様
の
結
果
に
蹄

す
の
で
る
る
。

然
ら
ば
涙
金
通
貨
の
統
計
的
研
究
に
於
て
は
何
故
に
共
の
流
通
渥
度
が
無
視
せ
ら
れ
得
な
い
か
3

或
は
民
金
通
貨
の
統
計
が
物
債

水
準
の
愛
動
と
の
関
聯
に
於
て
共
の
意
義
を
認
め
ら
れ
る
の
台
あ
れ
ば
、
流
通
法
皮
の
榊
械
が
結
局
数
量
の
品
川
日
減
ー
と
同
一
の
結
果
を

持
つ
が
上
、
預
金
泊
貨
の
流
通
建
虚
を
常
に
一
と
考
へ
干
し
小
切
手
振
出
総
額
を
ば
預
金
通
貨
の
数
量
と
見
悲
し
て
も
よ
い
で
は
・
泣
い

か
と
考
へ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
或
は
叉
小
切
手
た
る
預
金
通
貨
は
現
金
通
貨
と
異
り
て

λ
手
を
斡
々
す
る
も
の
で
は
無
く
、
夏

我
固
に
於
げ
る
預
金
遁
貨
統
計
の
愛
謹

i¥. 
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我
園
に
於
け
る
預
金
通
貨
統
計
の
設
建

λk 

に
貨
幣
の
規
定
に
於
て
所
謂
休
止
中
の
貨
幣
を
線
て
貨
幣
概
念
よ
り
除
外
せ
ん
と
す
る
主
張
も
司
成
り
に
庚
く
行
は
れ
て
ゐ
る
以
上

は
、
預
金
通
貨
に
流
通
速
皮
を
認
め
る
必
要
が
注
い
で
は
な
い
か
と
も
言
は
れ
得
る
で
あ
ら
う
。
勿
論
右
の
如
き
考
〈
方
に
も
一
一
低

の
員
理
は
認
め
得
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
貨
幣
数
量
を
取
扱
ふ
に
際
し
て
流
通
速
度
を
其
の
敷
設
中
に
合
ま
し
め
る
揚
合
も
存
す
る

の
で
あ
る
が
、
他
方
に
は
物
慣
と
の
闘
聯
に
昨
日
て
も
貨
幣
の
流
通
蓮
度
を
一
の
鍵
教
と
取
扱
ふ
者
も
多
く
、
ゆ
ぐ
共
統
計
的
研
比
九
に

於
て
は
、
現
金
泊
貨
と
の
関
係
に
於
て
も
涜
令
泊
貨
の
流
通
法
『
反
を
加
唯
一
腕
し
符
な
い
の
?
あ
る
。
卸
ち
一
川
金
通
貨
の
数
回
耳
と
し
て
、

小
切
手
仮
出
総
額
を
執
る
場
合
K
は、

そ
れ
は
預
金
泡
貨
に
よ
っ
て
行
は
れ
た
る
取
引
の
純
綜
で
あ
う
て
裁
金
泊
貨
の
数
景
と
』
'
め

趣
き
を
異
に
す
る
の
み
友
ら
や
、
又
此
の
揚
ム
口
に
は
休
止
中
の
預
金
は
預
金
通
貨
で
有
り
得
な
い
が
矯
め
に
、
現
金
通
貨
に
し
て
個

人
の
財
布
及
び
銀
行
の
庫
中
に
あ
る
も
の
を
共
の
一
数
量
に
合
ま
し
め
る
一
般
の
通
念
と
一
致
し
た
い
が
放
で
あ
る
。
殊
に
以
余
通
貨

の
統
計
的
研
究
が
重
要
閥
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
原
因
の
一
半
は
、
頭
金
通
貨
の
一
流
迅
速
度
の
費
動
が
景
気
の
鐙
動
を
反
映
せ
る
事
を

賞
詮
せ
る
パ

1
ゼ
ス
及
び
ス
ナ
イ
ダ
l
の
研
究
並
び
に
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
断
言
医
師
せ
ら
れ
ね
ば
た
ら
ぬ
の

T
あ
る
か
ら
、
此
の
鼎
よ

り
も
預
金
通
貨
の
流
通
速
度
は
重
要
性
を
持
ち
得
る
の
で
あ
る
。

+
ー
に
預
金
通
貨
の
統
計
的
研
究
に
於
て
問
題
と
友
る
の
は
、

が
如
き
、
流
通
速
度
の
構
成
品
質
動
の
問
題
で
あ
る
。

ケ
イ
ン
ズ
が
所
得
預
金
の
速
度
と
替
業
預
金
の
速
度
と
を
席
別
せ
し

倫
敦
の
電
車
並
に
汽
車
に
よ
る
般
客
運
搬
の
速
z

反

成
程
彼
の
言
ふ
如
〈
に
、

が
、
昨
日
車
乗
客
の
割
合
の
増
加
の
錫
め
に
、
電
車
又
は
向
車
の
速
度
に
何
ら
の
嬰
化
が
た
い
に
拘
は
ら
中
鑓
化
す
る
と
云
ふ
事
は
、

買
の
蓮
度
を
表
は
す
に
不
充
分
な
も
の
で
る
る
が
、
現
今
の
統
計
資
料
を
以
て
し
で
は
共
鹿
迄
の
研
究
は
事
費
不
可
能
に
近
〈
、
精

k

合
衆
国
共
位
に
於
て
綿
貨
幣
数
量
(
現
金
と
預
金
と
の
和
)
と
国
民
所
得
総
領
と
の
割
比
が
行
は
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
た
い
。
然
ら
ば

1Y~へば Hay仕切 Preise und Produktion (拙著;新金融理論、第二主主参照。)
拙著;預金通貨の研究 187-188頁。 ー一一，新金融理論 54-55頁。
、可.R. Burgess;“Velocitァ of Bankdepm;抗告，" Quarterly Pub1ication of the 
American Stati~tkal AS:oiociation， June 1923・
C:. Snyder; TIll礼ne5~ C~'cles anぞ1Bt1sine，.，，; Me剖n l'f' rnents~ .1927白
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預
金
通
貨
に
謝
し
て
は
現
今
如
何
な
る
統
計
的
併
究
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
か
。
先
づ
諸
外
聞
に
於
け
る
研
究
を
一
覧
し
た
る
後
我
図
に

公
け
る
研
究
を
考
察
し
ゃ
う
。
一ー一
諸
外
聞
に
於
け
る
預
金
通
貨
の
統
許
的
研
究

現
金
通
貨
の
統
計
的
研
究
と
し
て
事
げ
ら
る
可
き
最
初
の
業
績
は
、

ピ
エ
ー
ル
ニ
ア
・
ゼ
ツ

+

l
ル
が
猫
逸
・
悌
蘭
西
・
白
耳
議
等

の
帯
以
券
銀
行
に
つ
い
て
営
座
間
金
の
数
量
並
び
に
共
の
流
通
速
度
を
測
定
せ
し
も
の
を
事
げ
ね
ば
友
ら
ぬ
。
剖
ち
、
彼
は
一
ヶ
年
忙

銀
行
に
出
入
れ
ら
れ
た
制
と
銀
行
が
支
椀
ひ
た
る
額
と
の
平
均
を
以
て
取
引
縄
額
と
な
し
、
平
均
現
金
茂
一
両
た
る
間
金
通
貨
の
数
量

を
以
て
此
れ
を
除
し
、

以
て

Jm金
泊
貨
の
流
遁
漣
』
反
辛
一
算
定
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
共
の
憤
値
は
未
だ
一
吉
口
ふ
に
足
る
も
の

、

F

、
じ
沼
〈

相
川
金
治
相
れ
の
統
U
A
的
研
体
内
は
省
↑
が
い
の
最
も
先
備
せ
る
ム
口
衆
闘
に
於
て
先
つ
共
の
殻
結
を
見
た
の
で
る
み
コ

合
衆
固
に
於
て
、

表

預金遇貨
浦温速度

36.2 

第

預
金
通
貨
の
数
量
並
び
に
共
の
涜
通
速
度
に
関
し
て
最
一
初
に
輝
か
し
き
仰
究
を
遂
げ
た
る
は
、
周
知
の
如
く
7

37.9 

.42.6 

;)7.5 

40.6 

40.9 

年次空空
! ナ健婦1

1996 i 2.68 

2.80 I 

39.1 

40.2 

43.1 

46.8 

44.9 

45目6

53.9 

39.8 3.19 

3.90 

4.40 

5.70 

5.80 

5.13 

d.43 

日目84

7.13 

6.60 

o.'i.5 

6.54 

1897 

1898 

1899 

1900 

1~01 i 

W02 I 

1903 I 
1904 

1905 

1906 

1908 

190i 

我
園
に
於
け
る
預
金
通
貨
統
計
の
受
章

イ
ツ
シ
ヤ
ー
で
あ
り
、
共
の
研
究
方
法
に
閲
し
て
は
嘗
て
詳
伽
に

紹
介
批
判
せ
し
が
故
に
認
で
は
共
の
結
論
の
み
を
事
げ
る
事
と
す

る
。
卸
ち
第
一
表
に
示
す
が
如
く
で
あ
っ
て
、

民
金
通
貨
の
数
量

に
闘
し
で
は
共
の
中
四
ヶ
年
の
み
が
貫
教
で
あ
り
他
は
す
べ
で
推

1909 

算
で
あ
る
。

叉
彼
が
流
通
定
度
算
定
の
基
礎
と
し
て
キ
ン
レ
イ
教

同
ー
よ
り
借
り
受
け
た
る
小
切
手
に
よ
る
取
引
棉
額
の
数
字
は
、
小

A 

¥V. C. Mitchell; Bu:-.ir】e出 Cyc1e~. コ. I2S・
1< eynes j A Treatu，e on Money， Vο1.目 IIp. 22. 
Hollrop; a. a. 0目 s.166. 
Pierre d白 E~~ars ;“ La Vite::.!.e de la Circulation cle la Monnaie!J Journal 
r1e la SocI正teo.e Statbtigue de Pa l'i~7 1895. 
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我
園
に
於
け
る
預
金
活
貨
統
計
白
後
建

八、

匹I

切
手
振
出
総
額
で
は
な
く
各
銀
行
に
於
け
る
小
切
手
に
よ
る
預
入
総
観
で
あ
っ
て
、
振
出
小
切
手
の
中
現
金
引
間
に
用
ひ
ら
れ
た
る

も
の
を
含
ま
ざ
る
事
に
注
意
せ
ね
ば
左
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
勿
論
営
時
に
は
ム
口
業
固
に
於
て
も
統
計
資
料
が
甚
だ
不
備
に
し
て
、

ヲ

イ

ツ
シ
ャ
ー
の
努
力
は
察
す
る
に
除
り
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
共
の
一
後
の
研
究
に
比
す
れ
ば
未
だ
街
賓
際
よ
り
遠
き
事
大
な
る
も
の
と

言
は
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

ー次

n 
筆
、す

き

l士

一
九
一
一
九
年
よ
り
一
大
二
五
人
勺
に
瓦
り
剤
一
首
外
七
ケ
市
に
於
け
る
叩
一
金
の
撒
長
及
び
椛
迅
強
度
の
統
計
的

研
究
を
試
み
た
る
パ

l
ゼ
ス
の
業
績
で
み
る
が
、
共
の
複
雑
な
る
操
作
及
び
各
月
の
統
計
数
値
に
闘
し
で
は
己

ι蕎
著
に
於
て
紹
介

し
た
る
が
故
に
、
此
庭
で
は
専
ら
前
記
二
ヶ
年
の
み
に
つ
い
て
の
流
通
蓮
度
の
み
を
皐
げ
る
。
卸
ち
第
二
十
九
の
如
く
で
あ
る
。

表

I~J ;IT:!I!1r 1 流活速度斜粁掛|

L一一|豆豆工堕雪
39 75.2 87.7 

35.3 28.5 

18.。26.2 
8 

10 

第

市

New York 

Albany 

Buftalo 

30.3 

8.9 

88.2 

生4.0

18.4 

10.8 

36ι 

46.<5 

3 

6 

11 

14 

Rochester 

Svracuse 

Ro~刈ton

Chicago 

San Francisco 

及
び

ツ

チ
ニE

Jレ

σ.) 
1iJf 
観一、v

"7"i. 

基
合L
q 

39.0 

而
し
て
此
の
研
究
に
於
て
も
、
小
切
手
の
振
出
総
額
は
直
接
に
此
れ
を
求
め
得
な
か

っ
た
の
で
る
り
、
個
人
勘
定
へ
の
梯
戻
額
に
闘
す
る
聯
邦
準
備
銀
行
の
統
計
に
複
雑
な

40.3 

る
加
工
を
施
せ
し
も
の
で
あ
る
が
、
此
れ
に
よ
っ
て
、
各
都
市
中
金
融
の
中
心
地
を
な

16 

せ
る
も
の
程
共
庭
に
沿
け
る
流
通
蓮
度
の
大
友
る
事
を
見
取
り
得
る
の
で
あ
る
。
此
の

現
象
に
つ
い
て
は
種
々
な
る
解
燥
が
附
し
得
ら
れ
る
の
で
る
る
が
、

ホ
品
ト
ロ
ッ
プ
に

よ
れ
ば
、
金
融
の
中
心
に
位
す
る
都
市
程
ケ
イ
ン
ズ
の
所
謂
金
融
的
流
通
が
盛
ん
で
る

り
、
同
時
広
現
金
者
に
於
て
貨
幣
市
場
へ
投
資
す
る
の
使
が
大
で
あ
る
か
ら
平
均
預
金

残
高
が
少
く
な
る
事
に
基
く
も
の
と
一
一
一
日
は
れ
て
ゐ
ふ
。
殊
に
ケ
イ
ン
ズ
が
、

ス
ナ
イ
、
グ

合
衆
闘
の
紐
育
及
び
此
れ
を
ヘ
ヂ
川
む
百
四
十
一
都
市
と
る
一
固
と
に
つ
い
て
、
預
金
の
数
量
と
そ

f出著可預金主fijをの研究第翌五章第 .mio 14) 同書 !~81-2S4頁D
Bur耳es;ibid. 16) Holtrop; a. a. O. S. 185. 
C. Snyuer; ibid・1'.294・
W. C. l¥1itchell; susIness Cyc1es， 
Keynes; ibid. Vot n p・.:;6.

p. 126. 
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E 

の
流
通
蓮
度
と
を
比
絞
せ
る
去
に
よ
れ
問
、
特
に
農
村
よ
り
も
都
市
に
於
て
流
通
速
度
の
著
し
〈
大
た
る
事
が
賓
詩
せ
ら
れ
て
ゐ
る

の
ぜ
あ
る
。
部
ち
一
九
一
九
年
よ
り
一
九
二
五
年
に
至
る
平
均
を
見
る
に
、

の
そ
れ
は
四
一
・
四
で
あ
る
の
に

紐
育
の
流
通
速
度
は
七
七
・
一
で
あ
り
百
四
十
一
都
市

全
国
を
平
均
す
れ
ば
二
六
二
二
に
減
少
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
で
、
金
融
活
動
が
如
何
に
都
市
陀
集

中
し
て
ゐ
る
か
を
明
瞭
に
物
語
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

向
合
衆
闘
に
於
け
る
頂
金
通
貨
の
統
計
的
研
究
と
し
て
は
、

昨
人
と
を
棋
げ
ね
ば
友
ら
ね
の
で
あ
る
が
、

ナ
イ
サ
ー
の
補
足
的
研

共
等
は
己
に
韓
日
著
に
於
て
紹
介
し
た
る
が
故
に
此
庭
で
は
省
略
す
る
事
と
す
あ
。

一

波

一
仰
副
一
一
湖

一

流

一

一
、
白
↑
矧
£
↑

0

5

7

3

6

F

d

一
主
一

1
二
阿
d
Q
u
f
t
n
υ

え
U

-
貫
一
日
一

3

4

2

1

0

一
断
一
金
M
一

1

1

1

一
常
寸
叫
「
l
i
l
-
-

一
)
一
一
0
0
一
2

2

2

6

6

7

6

5

4

4

3

一

σ一。一
T
一5
5

6

5

5

5

5

3

5

5

5

-

O

」

一
り
鍋
忠
利
一
日
関

u
m

一一一明伸一
7

8

m

ぬ

り
一
一
日
一
山
湖
国
間

じん
mm
一U
1
払

お

一
9

B

o

l

-
A
v
t
i
9
d
o
h
M
 

一

口

V
Q
u
o
d
Q
υ

↑

1

1

1

1

 1!J22 38.no8 

1923 38.429 

1924 I 

1925 

1926 

1927 

1928 

1929 46.495 

1930 . 44.906 

1931 37.300 

40 

g4 

勺O
U “ 

;;6 

40 

41 

り-

'" 

42 

-12 

表

ご年

10.58 

1032 

1009 

101+ 

1038 

1885 

1856 

1843 

183f> 

1878 

1923 

第

41.414 

42.302 

41.453 

43.261 

我
闘
に
於
け
る
預
金
通
貨
統
計
の
護
蓮

.14 

16 

‘15 

1050 

1000 

1002 

52 

50 

60 

1982 

1940 

2004 

184:; 

45.878 

40 922 

ス
ナ
イ
ダ
l
及
び
ミ
ッ
チ
ェ
ル
の
研
究
と
、

の補足にか L る。

然
ら
は
合
衆
閣
と
共
に
小
切
手
制
度
の
最
も
護
連
せ
る
英

閣
に
於
て
は
頂
金
通
貨
の
統
計
的
研
究
が
如
何
在
る
欣
抽
出
に

あ
る
か
。
此
の
固
に
於
け
る
代
表
的
た
る
持
作
E

と
し
て
は
、

ヱ
デ
イ
l
及
び
ウ
ヱ
l
バ

I
の
研
究
を
別
と
す
れ
ば
専
ら
ケ

到

イ
シ
ズ
の
研
究
を
皐
げ
ね
ば
友
ら
ぬ
の
で
あ
る
が
、

Neisser 

此
庭
に

1931年度は

も
資
料
の
聞
係
よ
り
必
や
し
も
完
全
な
る
も
の
が
未
だ
に
求

め
難
い
事
情
に
あ
る
9

蓋
し
英
闘
に
於
て
は

n
g
o
E
H
S

ロZ
戸
田
ム
」

L
《

uhV32円
MM
円
円
=
ロ
=
z

と
が
常
に
合
算
し
て
褒
表
せ
ら

1930， 

れ
居
る
が
故
に
、
先
づ
預
金
通
貨
の
数
量
算
定
の
上
に
於
て

主l

我
閣
よ
り
も
活
か
に
不
使
在
る
欣
態
に
あ
り
、
更
に
小
切
手

i¥. 
五

England 11 
拙著，預金遇1~の研究 285-286頁歩照。
L. D. Edie and D.、Neaver;“VdocitアofBank Deposits 
Journal ()f PoHtical Economy， Vol・38，No. 4 ，[9:30. 
Keynes; ibid. pp・31-33H. Neujser “Ulnlauf:屯eschwindigkeitder Bank. 
depositen"， 1王andworterbuchdes Bにlnkwesens，S. 569・

ln 
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我
園
に
於
け
る
預
金
通
貨
統
計
白
登
建

ノ、
十

ノ、

に
よ
る
取
引
線
価
制
を
知
る
に
は
、
預
金
梯
戻
額
の
統
計
を
快
ぐ
矯
め
に
手
形
交
換
高
を
利
用
せ
ね
ば
友
ら
ね
の
で
あ
る
が
、
此
の
閥

に
於
け
る
少
数
大
銀
行
主
義
の
翁
め
に
、
交
換
に
出
で
ざ
る
所
謂
同
行
宛
の
小
切
手
の
一
額
が
甚
だ
犬
な
る
が
故
で
る
る
。
斯
〈
で
ケ

担

イ
ン
ズ
は
第
三
表
の
如
き
結
果
を
発
表
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
川
欄
を
三
五
%
晴
し
明
ゆ
欄
を
谷
々
六
%
減
少
し
て
、
結
局
仙
欄

を
四
三
%
増
大
す
る
事
に
上
り
良
質
に
近
き
数
値
削
ゆ
り
六

C
が
得
ら
れ
る
も
の
と
一
一
首
ひ
得
る
の
で
あ
る
。

然
ら
ば
信
用
終
械
の
殺
誌
が
央
闘
よ
り
も
浅
か
に
溢
れ
た
る
政
閣
に
於
て
、
到
金
通
貨
の
統
計
的
問
ナ
一
は
如
何
在
る
礎
注
を
一
択
し

た
か
。
項
を
改
め
て
述
べ
る
事
と
す
る
。

四

我
固
に
於
げ
る
預
金
通
貨
の
統
計
的
研
究

我
闘
に
於
て
預
金
通
貨
の
統
計
的
研
究
に
着
手
せ
ら
れ
た
の
は
全
く
長
近
の
事
柄
に
嵐
し
、
昭
和
七
年
末
に
護
表
せ
ら
れ
た
る
問

中
教
授
の
研
先
を
以
て
共
の
鴨
矢
と
す
る
。
此
れ
一
つ
に
は
我
闘
に
於
け
る
信
用
経
済
の
護
連
が
英
米
よ
り
も
渥
れ
居
る
事
と
資
料

の
不
備
と
に
悶
る
も
の
で
は
る
る
が
、
他
方
に
は
我
闘
に
於
て
は
従
来
一
般
に
預
合
通
貨
に
針
し
て
飴
り
に
も
関
心
が
持
た
れ
な
か

。
た
事
に
も
よ
る
も
の
と
言
は
ね
は
た
ら
む
。
然
ら
ば
具
、
の
後
五
年
程
の
聞
に
此
の
問
題
の
研
究
は
如
何
在
る
経
過
を
辿
っ
て
ゐ
る

か
。
先
づ
問
中
教
疫
の
研
究
に
女
で
私
が
未
熟
在
る
研
究
を
笈
表
し
、
更
に
犬
北
教
疫
の
貴
重
友
る
研
究
心
配
り
c

再
び
出
中
教
授
の

綿
桟
な
る
再
研
知
を
経
て
、
途
に
一
昨
秋
束
京
手
形
交
換
所
よ
り
「
預
金
通
貨
の
数
量
と
共
の
同
特
速
度
」
が
公
に
せ
ら
れ
る
に
至
ラ

た
の
で
あ
る
。
今
此
等
の
諸
例
究
に
於
け
る
操
作
の
詳
細
を
此
患
に
紹
介
す
る
事
は
紙
数
の
都
合
上
此
れ
を
許
さ
れ
得
な
い
の
で
あ

る
が
、
研
究
方
法
の
異
た
る
要
貼
を
、
預
金
通
貨
の
数
恒
常
と
共
の
流
通
一
速
度
と
に
う
い
て
漣
ぶ
れ
ば
次
の
如
く
で
る
る
。

Keynes; ibid. p. .'=;1， Nei回 er;a. a. U. 
問中金司;預金の流通速度と文抑準備金(闘民鰐!雑誌第53巻第6競。)
拙稿.貨幣と物債との相聞々係に就て(経済論叢昭和自主1':4月践。)
大北文次郎，預金遁貨の流通速度(商皐論集第五巻。j
川中金司、軒庄博，銀行革聖替論 94--'∞頁。
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先
づ
預
金
通
貨
の
数
量
に
つ
い
て
見
る
に
、
共
の
理
想
的
な
る
数
値
を
求
め
る
濡
め
に
は
、
銀
行
(
日
本
銀
行
を
除
く
)
に
於
け
る

首
座
預
金
の
平
均
残
高
の
外
に
首
座
貸
越
限
度
中
の
未
使
用
の
額
に
つ
き
其
の
日
々
の
平
均
時
四
高
を
求
め
伝
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
乍
ら

斯
か
る
現
想
の
数
値
は
求
め
難
く
、
持
に
営
庵
貸
越
限
度
中
の
未
使
用
時
四
高
に
闘
ず
る
統
計
資
料
が
な
い
。
斯
く
て
田
中
殺
授
及
び

預金通貨由主主量

一 一一| 東京手形交換所
l 問中教授 l 
1 (著書) 犬北敬授;中 谷;:吊，，~電極官雇責雇通
L一一←一一一 ι一 ーム主全主主三金主-
l 干IfJ， 予IfJ! -T-!っ ヂl引 子吋

大正 1I 230，8811 313，241 
2 I 386，048: 2:l3，5471 :i25，470 

3 1 羽O，6781 800，6871237，252l331，734 

4 459，715' 459，715i 280，7541 3国.5，068
.5 578，476 578，4761 40吊，8iJ4! 529，541 

6 I 円7，610 787，酬i 山 lHι叩o:~1 750，029 
7 1， 1，023，167 1，023，167! 1，2日1，80u 問，6叫叩93，608
8 1 1，207，052' 1，027，052i 1，4:2'[，i!32 760，44.51 1，125，D10 
9113157A191，157，518!1，$38388318823564lI，;157，601 

10 1 1，188，701 1，188，7011 1，3'iI，'Hei 811，045! 1，223，228 
11 I 1，336，01)5 1，336，094i 1，508， '，'02 760，4821 1，210，482 

12 i 1，470，739 1，470，738i 1，684，lIliJ 7gS 点7乃叫2到! 1，24 旦，557 
13 1 1，399，894 1，3 白ω9，89鈎釧3訓11，5剖6巾 t:-~ 792丸幻，70侃51 1，268，28;} 

l凶4(ω叩
l邑 1，4必品9久叩，117 1，4;品J9札叩.，11凶61 1，60:自)'，1(;4' 835町日I臼51 1，:)68，445 

昭干和n2 1，44ω0，7内86 1，岳必40，786引I1，点刈6引1:~弘叩，7品ω日 744，2171 1，2;)8，204 

3 113Õ3 ，5~W: 1，353，5判明'T，277 川 060lwW6
4 I 1，261川 4 1，261，703! 1，42:1，748 6u，;，4471 1，0¥)4，5陥
1，1μ凹4仔7，Oi呂>9，1，147，05印9到 1，28釦ω肌仙{リ仏伽)，13部ヨ
1，020刈6' 1，020，0刈151 品77，322i 1.004，611 
~}85.δ80 548，64日 977，875
1，097，904 叫吋川7，128

681，2591 1，158，500 

il5，1281 1，214，783 

743，9091 1，286，959 

大
北
教
授
は
全
国
普
通
銀

行
に
ム
お
け
る
首
座
頂
金
の

上
下
期
末
現
在
高
平
均
を

執
ら
れ
、
私
は
此
れ
に
特

殊
銀
行
に
ゐ
け
る
平
均
建

一
向
た
加
へ
た
る
も
の

r.

表

残
高
を
加
へ
た
る
も
の
を

預
金
通
貨
の
数
量
と
し
て

掲
げ
て
お
い
た
が
、
東
京

ヂ
形
交
換
所
は
、
全
国
手

回

形
変
換
所
加
見
銀
行
歯
応

第

預
金
の
週
月
末
残
高
の
年

。
6 

7 

8 

9 

10 

11 

平
均
と
此
れ
に
首
座
貸
越

年

我
園
に
於
け
る
預
金
通
貨
統
計
の
資
逮

一
八
七

東京手形交換所;償金通貨白数量主院の作u車車;密度(昭和12年10月)2ベ3頁Z7) 



我
園
に
於
げ
る
預
金
通
貨
統
計
の
愛
建

A 
A 

採
用
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
査
し
同
交
換
所
に
於
て
は
、
流
通
速
度
算
定
の
際
に
金
凶
手
形
交
換
高
を
採
用
せ
る
が
矯
め
と
、
銀
行

聞
の
預
金
を
除
外
せ
る
射
に
於
て
右
の
方
法
を
港
ば
れ
た
の
で
あ
る
が
、
更
に
他
の
三
者
L
」
臭
っ
て
期
末
残
高
を
使
用
せ
ら
れ
な
か

っ
た
の
は
、
期
末
に
は
取
引
繁
忙
を
何
側
め
て
一
時
的
に
営
座
預
金
が
増
大
す
る
故
、
平
常
時
を
示
す
月
央
勘
定
に
葉
黙
を
置
か
れ
た

が
矯
め
で
あ
る
。

前
首
座
貸
越
残
高
は
常
庇
貸
越
限
E

反
中
の
未
使
用
礎
高
と
一
致
す
る
も
の
で
は
た
い
い
か
、
此
れ
を
援
用
せ
ち
れ

た
事
は
一
の
進
歩
と
-
t
u

ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。
斯
く
て
大
関
と
し
て
後
の
波
去
に
か
i
h

る
も
の
程
迎
想
に
近
づ
き
つ
t
i

あ
る
事
は
一
一
四
ふ
迄

も
な
ぐ
、
東
京
手
形
交
換
所
の
省
座
預
金
の
週
月
末
卒
均
残
高
の
算
出
に
は
少
な
か
ら
ざ
る
苦
心
の
跡
が
窺
は
れ
る
の
で
あ
る
。
然

し
乍
ら
命
共
庭
に
も
若
干
の
老
慮
を
要
す
る
の
で
あ
っ
て
、
先
づ
問
中
、
大
北
雨
教
授
に
勺
い
て
は
、
特
殊
銀
行
の
首
座
預
金
を
考

慮
せ
ら
れ
る
事
が
笠
ま
し
く
、
東
京
手
形
交
換
所
の
研
究
に
闘
し
で
も
、
流
通
速
度
の
算
定
と
は
別
に
全
銀
行
の
預
金
通
貨
を
求
め

る
事
と
、
月
央
に
は
本
来
首
座
預
金
で
あ
る
可
き
も
の
が
金
利
の
闘
係
上
特
別
賞
座
預
金
と
放
れ
る
品
川
敏
の
相
官
に
大
な
る
事
を
考

慮
す
可
き
で
は
た
い
か
。
邸
ち
最
も
完
全
に
近
づ
き
た
る
東
京
手
形
交
換
所
の
印
刷
究
も
向
蒋
干
改
良
の
絵
地
を
持
つ
の
で
あ
る
が
、
而

も
此
の
方
閣
の
研
究
は
著
し
き
進
歩
を
た
せ
し
も
の
と
云
ふ
可
く
、
前
中
辿
の
如
き
誇
外
園
に
於
け
る
研
究
に
比
し
て
決
し
て
遜
色
あ

る
も
の
で
は
無
い
。
今
此
れ
を
纏
め
て
表
示
す
れ
ば
我
凶
の
一
品
川
、
金
通
貨
の
数
量
は
第
四
表
の
如
く
で
る
る
。

次
に
預
金
通
貨
の
流
通
速
度
を
求
め
る
に
は
、
先
づ
預
余
泊
貨
た
る
営
座
預
金
並
び
に
首
座
貸
越
契
約
を
基
礎
と
し
て
一
ケ
午
問

に
振
出
さ
れ
た
る
小
切
手
の
総
額
を
求
め
、
此
れ
を
首
座
預
金
の
平
均
残
高
と
首
座
貸
越
限
度
中
の
未
使
用
残
高
と
を
以
て
除
さ
心

ば
な
ら
ね
。
而
し
て
小
切
手
振
出
総
額
を
求
め
る
矯
め
に
は
、

一
ヶ
年
聞
に
於
け
る
蛍
座
預
金
の
減
少
高
に
嘗
座
貸
越
貸
出
綿
額
hz

加
へ
た
る
数
値
を
求
め
ね
ば
な
ら
ね
が
、
営
座
預
金
の
減
少
高
及
び
貸
越
総
額
に
関
す
る
統
計
は
今
日
未
だ
利
用
す
可
き
も
の
が
存



し
な
い
。
斯
く
て
、
田
中
教
授
は
、
最
初
の
論
文
一
に
於
て
は
預
金
の
減
少
高
の
代
り
に
首
座
預
金
の
預
入
線
舗
を
援
用
せ
ら
れ
た
の

で
あ
る
が
、
後
の
著
書
に
於
て
は
大
北
数
段
と
共
に
、
銀
行
局
年
報
に
殻
表
せ
ら
れ
た
る
、
前
期
繰
越
高
に
常
明
増
加
高
を
加
へ
た

る
も
の
よ
り
山
雨
期
末
現
在
高
を
差
引
き
た
る
も
の
を
以
て
、
此
れ
に
寛
賞
せ
ら
れ
特
に
大
北
教
授
は
此
れ
に
営
座
貸
出
高
を
加
算
せ

目

ら
れ
て
ゐ
る
。
勿
論
此
れ
と
て
も
正
確
在
る
意
味
に
於
て
の
営
座
預
金
減
少
高
と
は
言
ひ
得
-
泣
い
の
で
あ
る
が
、
諸
外
闘
に
於
け
る

研
究
に
比
し
て
よ
り
勝
れ
る
も
の
と
-
一
z

同
ひ
得
る
で
あ
ら
う
。
向
岱
時
私
は
同
中
教
徒
と
は
別
の
方
法
で
預
金
通
貨
の
流
泊
建
度
を
測

定
ぜ
ん
と
欲
し
.
英
米
に
た
け
る
例
に
倣
ひ
て
手
形
交
換
'
向
よ
り
預
金
通
貨
に
よ
る
取
引
総
額
を
求
め
ん
と
し
犬
。
此
の
方
法
は
相

法
複
雑
な
る
手
数
を
姿
し
、
子
M
M
交
換
日
日
間
中
よ
り
公
金
手
形
コ
ー
ル
取
引
関
係
の
手
形
等
、
通
貨
と
し
て
使
用
せ
宮
れ
ぎ
り
し
部
分

を
控
除
す
る
と
共
に
、
所
調
山
内
交
換
と
偶
せ
ら
れ
て
交
換
に
出
台
ざ
る
も
の
、

及
び
直
接
現
金
の
取
立
に
問
び
ら
れ
し
も
の
を
差

間山巾

¥
q
J
m
#
A
E
m
l
h

旬、コハ品。

1
・

Ili--'
ー

も

加
川
(
て
子
激
の
閥
係
よ
り
げ
ん
一
九
一
平
つ
州
法
の
問
中
大
北
附
殺
伐
の
方
法
が
漣
ば
，
一
つ
可
立
、
ず
な
い
い
か
と
1
4
ヘ
ら

れ
る
の
で
あ
る
が
、
偶
々
東
京
手
形
交
換
所
も
亦
此
の
手
形
交
換
高
に
擦
っ
て
小
切
手
振
出
総
額
を
算
定
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
而

し
て
東
京
手
形
交
換
所
の
仰
究
に
就
て
注
目
ず
可
き
は
、
支
捌
小
切
手
の
総
額
の
み
に
限
ら
台
、
常
座
制
胤
金
を
基
礎
と
し
て
振
出
さ

れ
た
る
諸
手
形
を
も
此
れ
に
加
へ
た
る
結
で
あ
り
・
斯
か
る
調
査
は
手
形
交
換
所
の
如
き
機
関
に
し
て
、
初
め
て
能
〈
潟
し
得
る
所

で
あ
る
。
斯
く
て
、
流
通
遁
度
の
算
定
に
は
、
ー
パ
の
分
子
に
営
康
成
金
の
減
少
高
を
執
る
方
法
と
、
手
形
交
換
高
に
依
る
方
法
と
の

二
様
の
研
究
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
共
の
方
法
の
異
る
に
従
っ
て
、
八
万
毎
に
於
て
執
る
可
き
預
金
通
貨
の
数
量
に
闘
し
で
も
、
全
閥

の
銀
行
を
網
羅
す
る
も
の
と
、
全
凶
の
手
形
交
換
所
加
盟
銀
行
に
限
る
も
の
と
に
分
た
れ
る
事
は
言
ふ
迄
も
左
き
所
で
あ
り
、
此
の

術
究
は
長
々
理
想
に
近
づ
い
た
と
云
ふ
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
今
此
の
二
様
の
方
法
に
上
り
て
算
定
せ
ら
れ
た
る
損
金
通
貨
の
流

我
闘
に
於
け
る
預
金
通
貨
統
計
の
褒
蓮

A 
九

同中金司，前褐論文:17頁。
大北氏論文2.，:8頁。
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我
闘
に
於
け
る
預
金
逼
貨
統
計
四
護
主

一
迎
漣
度
を
比
較
す
れ
ば
第
五
表
の
如
き
結
果
が
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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部
ち
第
四
表
及
び
第
五

表
に
つ
い
で
攻
同
の
預
金

通
貨
の
数
量
航
ぴ
に
共
の

流
地
強
度
を
見
ゃ
に
、
ん
竹

研
究
が
各
々
共
の
資
料
及

ぴ
方
法
に
相
官
の
相
異
が

あ
る
矯
め
共
の
数
値
に
於

て
も
必
中
し
も
一
致
し
て

ゐ
な
い
の
で
あ
る
が
、
大

II 

館
の
傾
向
左
し
て
大
百
七

年
邸
ち
険
制
例
大
戦
の
末
期

よ
り
我
闘
の
信
用
経
済
が
急
激
に
設
展
し
氷
れ
る
跡
を
充
分
に
物
語
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
向
統
計
数
字
上
、
預
金
通
貨
の
数
量
に

闘
し
て
言
へ
ば
、
よ
的
多
数
の
銀
行
を
包
合
せ
る
も
の
に
は
首
座
貸
越
残
高
が
考
慮
さ
れ
て
居
ら
や
、
営
座
貸
越
残
高
が
考
慮
せ
ら

れ
て
ゐ
る
も
の
に
は
そ
れ
に
含
ま
れ
た
る
銀
行
の
範
闘
が
狭
く
、
未
だ
充
八
刀
友
も
の
と
は
一
言
ひ
得
た
い
で
あ
ら
う
し
、
又
流
泊
速
度

に
闘
す
る
数
値
に
於
て
も
英
等
の
中
で
比
較
的
数
値
の
低
い
も
の
が
震
に
泣
い
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
我
が
岡



に
於
け
る
預
金
通
貨
の
統
計
的
研
究
が
決
し
て
諸
外
闘
の
そ
れ
に
劣
れ
る
も
の
で
な
い
事
は
確
か
に
言
ぴ
得
ら
れ
る
の
で
る
る
3

殊
に
東
京
手
形
交
換
所
の
如
き
機
闘
が
右
の
如
き
預
金
通
貨
の
数
量
及
び
流
通
速
度
等
に
闘
す
る
統
計
的
研
究
を
試
み
る
事
と
た

っ
た
の
は
此
の
万
聞
の
研
究
の
一
層
輝
や
か
し
き
抽
出
展
を
約
束
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
同
所
は
昨
年
十
月
K
前
漣
の
一
如
き
綿
街
た
る

研
究
を
発
表
し
て
ゐ
る
の
み
友
ら
宇
、
本
年
三
月
に
は
更
に
昭
和
二
年
以
来
の
各
月
に
つ
き
で
共
の
統
計
を
護
衣
し
併
せ
て
共
の
季

節
的
掛
変
動
指
数
を
も
公
表
し
、
叉
六
月
に
は
月
末
並
に
期
未
決
済
資
金
の
需
要
額
を
、
日
銀
交
換
券
に
つ
い
て
の
み
友
ら
十
預
金
通

貨
に
つ
い
て
も
共
の
推
定
を
公
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
吏
に
共
の
都
度
添
加
せ
ら
れ
た
る
日
銀
全
換
努
数
量
、
却
費
物
償
、

工
業

生
産
且
君
、
株
償
・
賃
銀
‘
金
利
投
ぴ
に
一
般
合
社
歳
出
等
に
闘
す
る
統
計
は
、

一
自
に
し
て
財
と
貨
幣
と
の
附
聞
の
動
き
を
宥
取
し

易
か
ら
し
め
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
此
の
制
金
通
貨
の
数
量
と
流
辿
迩
皮
と
に
闘
す
る
統
計
的
研
究
が
永
絹
せ
ら
れ
た
友
ら
ば
、
我
閥

の
金
融
統
計
特
に
通
貨
統
計
佐
川
ベ
の
完
備
へ
と
著
し
く
接
混
ぜ
し
め
る
も
丹
ず
あ
り
、

正
止
に
訓
明
的
の
試
み

ε
あ
る
と
一
一
一
寸
品
川
ね
ぽ
な

ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

五

結

Bニa

以
上
に
於
て
砿
は
、
預
金
泊
貨
の
統
計
的
研
究
が
他
種
の
統
計
的
研
究
に
劣
ら
宇
重
要
在
る
も
の
で
あ
る
に
拘
は
ら
や
、
何
故
従

米
共
の
研
究
が
護
法
し
な
か
っ
た
か
、
其
の
問
題
は
如
何
左
る
貼
に
蹄
っ
て
ゐ
る
か
、

又
我
関
よ
り
信
用
経
済
の
早
〈
鼓
迷
し
た
る

諸
闘
に
於
て
も
此
の
研
究
が
如
何
に
困
難
で
あ
っ
た
か
を
簡
単
に
考
察
し
、
現
有
の
我
園
忙
於
け
る
州
究
の
紋
態
を
考
察
し
た
の
で

あ
る
。
我
山
凶
の
信
用
経
済
へ
の
殻
展
も
巳
に
相
営
の
歴
史
を
有
し
な
が
ら
、
従
来
通
貨
統
計
と
一
一
同
へ
ば
殆
ん
ど
専
ら
銀
行
努
や
銭
貨

我
岡
に
於
け
る
預
金
通
貨
統
計
四
護
法

九



我
闘
に
於
け
る
預
合
誼
貨
統
計
の
設
建

フユ

等
の
所
謂
現
金
通
貨
の
統
計
に
限
ら
れ
て
、

預
金
通
貨
の
統
計
の
如
き
は
殆
ん
ど
願
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
?
あ
る
が
、
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端
は
資
料
の
不
備
に
あ
り
、
資
料
の
不
備
は
常
局
を
初
め
金
融
機
関
及
び
一
般
枇
舎
に
於
て
預
余
地
貨
に
劃
す
る
関
心
の
滞
か
っ
た

が
矯
め
で
も
あ
ら
う
。
然
る
に
此
底
数
年
の
聞
に
預
金
通
貨
特
に
共
の
統
計
的
研
究
に
閥
心
佐
持
た
れ
る
様
に
な
っ
た
の
は
誠
に
慶

州
民
す
可
き
現
象
で
あ
り
、

殊
に
東
京
手
形
交
換
一
州
の
如
き
機
闘
に
於
て
此
れ
が
研
究
そ
ん
r
て
ら
れ
た
事
は

或
は
戦
時
総
山
何
回
版
制
の

要
求
の
一
つ
の
硯
は
れ
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
.
此
れ
に
よ
っ
て
従
来
応
れ
ら
れ
て
め
た
通
貨
統
計
の
一
大
股
陥
が
刻
め
ら
れ
る

事
と
友
る
の
で
あ
る
。
又
共
の
賓
待
に
つ
い
て
は
今
夏
言
を
弄
す
る
必
要
も
な
い
が
、
例
へ
ば
政
府
の
資
金
撒
布
に
基
い
て
民
閣
の

預
金
通
貨
の
膨
脹
は
如
何
程
と
怒
る
か
、

又
諸
種
の
経
済
統
制
は
商
取
引
に
如
何
た
る
駅
迫
を
加
へ
た
か
|
従
っ
て
預
金
通
貨
の
流

マ
迎
建
度
を
如
何
程
減
少
せ
し
め
た
か
等
の
如
き
も
、
精
密
怒
る
孤
金
辿
貨
の
統
計
が
備
は
っ
て
こ
そ
初
め
て
此
れ
を
察
知
し
得
る
の

で
ち
る
。
経
済
が
長
期
建
設
の
過
程
に
あ
り
続
々
計
聾
経
済
的
傾
向
が
進
む
と
す
れ
ば
、
各
種
の
統
計
的
研
究
が
共
の
第
要
さ
を
議

す
事
は
言
ふ
迄
も
友
い
所
で
あ
る
が
、
別
け
て
も
皐
に
物
の
経
掛
の
み
が
重
要
硯
せ
ら
れ
た
時
期
か
ら
、
物
の
経
消
と
並
ん
で
貨
幣

の
経
済
が
必
要
と
た
る
時
期
に
進
め
ば
.
通
貨
統
計
は
益
々
共
の
重
要
さ
を
徒
す
も
の
と
云
は
ね
ば
な
ら
ね
。
更
に
、
欧
洲
大
戦
後
の

賓
情
に
つ
い
て
見
て
も
、
悪
性
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
徐
々
に
一
歩
々
々
と
進
行
す
る
も
の
で
は
段
〈
、
或
る
一
定
の
聡
迄
は
隠
さ
れ

て
ゐ
た
も
の
が
‘
何
ら
か
の
偶
食
事
を
契
機
と
し
て
急
天
直
下
奈
落
に
陥
る
の
を
例
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
軍
に
現
金
通
貨
の
増

減
の
み
友
ら
や

.
M金
通
貨
の
数
量
及
び
流
通
蓮
皮
に
絶
え
ざ
る
警
戒
の
眼
を
若
け
置
く
こ
と
は
最
も
重
要
友
る
事
柄
と
一
一
一
同
は
ね
ば

な
ら
ね
の
で
あ
る
。
幸
に
し
て
我
闘
は
昨
年
の
初
以
来
相
官
健
全
た
る
通
貨
欣
態
を
維
持
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
に
至
っ
て

漸
〈
預
金
通
貨
の
膨
張
が
目
立
。
て
来
た
と
侮
へ
ら
れ
る
。
此
の
統
計
的
研
究
の
意
義
も
亦
一
居
担
く
認
識
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
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